
紀
伊
国
井
上
荘
絵
図
の
歴
史
地
理
学
的
考
察

－
二
枚
の
絵
図
を
め
ぐ
っ
て
一

水

田

義

一
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は
　
じ
　
め
　
に

　
中
世
の
荘
園
絵
図
は
、
実
際
の
空
間
を
部
分
的
に
拡
大
・
縮
少
し
て
描
か

れ
て
い
る
。
絵
図
に
見
る
空
間
は
現
実
的
な
世
界
を
示
す
と
は
言
え
、
存
在

し
て
い
た
地
物
を
取
皿
選
択
し
た
結
果
、
一
部
の
地
物
が
描
か
れ
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
絵
図
の
作
成
目
的
に
よ
っ
て
、
境
界
・
神
社
・
集
落
な

ど
が
強
調
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
移
動
し
て
描
か
れ
て
い
る
場
合
も
存
在
す

る
。　

こ
こ
に
取
り
あ
げ
る
井
上
荘
絵
図
は
、
西
岡
虎
之
助
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

た
二
枚
の
随
心
院
所
蔵
の
絵
図
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
絵
図
集
成
』
に
紹
介
さ

れ
た
解
説
は
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
㈲
紀
伊
国
粉
河
寺
近
糖
図
（
三
〇

×
五
四
セ
ン
チ
）
、
⑬
井
上
荘
絵
図
（
六
四
・
八
×
五
三
セ
ン
チ
）
と
載
せ
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

写
真
の
サ
イ
ズ
説
明
が
A
・
B
と
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
次
に
、
後
筆
の
裏

書
に
よ
っ
て
通
称
さ
れ
て
き
た
粉
河
寺
近
膀
図
の
内
容
は
、
井
上
新
庄
と
粉

河
寺
領
を
除
い
て
井
上
本
荘
の
み
を
描
い
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
井
上
本

荘
絵
図
（
穴
四
・
八
×
五
三
セ
ソ
チ
）
と
呼
ぶ
。
同
様
に
通
称
井
上
荘
絵
図
は
粉

河
寺
近
膀
絵
図
（
三
〇
×
五
四
セ
ン
チ
）
と
呼
ぶ
。

　
両
絵
図
に
関
す
る
史
料
が
乏
し
い
点
か
ら
従
来
研
究
は
極
め
て
少
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

筆
者
に
よ
る
井
上
本
荘
絵
図
の
現
地
比
定
の
試
み
と
、
絵
図
作
成
に
伴
な
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

歪
み
の
問
題
が
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。
荘
園
図
の
総
合
調
査
の
一
環
と
し
て
昭

和
五
九
年
に
本
格
的
な
現
地
調
査
を
実
施
し
た
が
、
本
絵
図
に
関
し
て
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

概
報
が
出
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。
粉
河
寺
近
膀
絵
図
に
つ
い
て
は
、
管
見
の

か
ぎ
り
全
く
論
究
さ
れ
て
い
な
い
。

　
本
稿
で
は
同
地
域
に
関
し
て
描
か
れ
て
い
る
「
粉
河
寺
近
勝
絵
図
」
と

「
井
上
本
荘
絵
図
」
の
両
絵
図
を
、
現
地
比
定
し
、
両
者
の
絵
図
の
性
格
を

明
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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①
は
じ
め
て
『
酉
岡
虎
之
助
蔵
荘
園
関
係
絵
図
展
観
目
録
俗
解
説
一
一
九
六
〇

　
に
佐
藤
和
彦
氏
の
解
説
で
紹
介
さ
れ
、
写
真
と
と
も
に
次
の
本
で
刊
行
さ
れ
た
。

　
西
岡
虎
之
助
編
『
日
塞
荘
園
絵
図
集
成
陳
上
、
一
九
七
六
、
東
京
堂
鵡
版
。

②
理
由
は
、
随
心
院
に
現
存
す
る
「
紀
伊
国
粉
河
寺
近
膀
図
」
と
通
称
さ
れ
て
き

　
た
絵
図
の
サ
イ
ズ
は
六
四
・
八
×
五
三
セ
ン
チ
で
あ
る
。
一
方
通
称
「
井
上
下
絵

　
図
」
の
原
本
は
随
心
院
で
閲
覧
で
ぎ
な
か
っ
た
が
、
写
真
の
絵
図
の
縦
横
の
比
も

　
鐙
対
5
4
に
近
い
。
サ
イ
ズ
指
示
が
入
れ
替
わ
っ
た
と
す
れ
ば
容
易
に
説
明
は
つ
く
。

③
拙
稿
「
台
地
上
に
位
置
す
る
庄
園
村
落
の
歴
史
地
理
学
的
考
察
」
『
史
林
』
五

　
五
－
二
、
一
九
七
二
。

④
拙
稿
「
紀
州
の
中
世
庄
園
絵
図
」
『
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
四

　
号
、
一
九
八
四
。

⑤
　
小
山
靖
憲
・
水
田
義
…
「
井
上
庫
荘
絵
図
現
地
調
査
報
街
」
、
高
橋
昌
明
編
『
荘

　
園
絵
図
の
史
料
学
お
よ
び
解
読
に
関
す
る
総
含
的
研
究
』
、
昭
和
五
九
年
科
研
成

　
果
報
告
書
、
な
お
本
書
に
カ
ラ
ー
版
の
鮮
明
な
井
上
本
荘
絵
図
が
収
録
さ
れ
て
い

　
る
。

剛
　
井
上
荘
の
環
境

D
歴
史
的
背
景

　
（

　
井
上
荘
は
、
和
名
抄
の
禍
仙
郷
に
属
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
開
発
は
古
く
、

紀
の
川
の
氾
ら
ん
原
に
あ
る
深
田
付
近
に
上
田
井
地
区
か
ら
条
毘
地
割
が
連

続
し
て
い
る
。
段
丘
面
上
で
は
、
西
隣
り
に
あ
る
廻
田
中
越
か
ら
上
田
井
地

区
に
か
け
て
条
里
地
割
が
伸
び
る
が
、
井
上
荘
に
は
及
ん
で
い
な
い
（
図
1

参
照
）
。
中
野
栄
治
は
九
世
紀
の
観
心
寺
領
秋
名
荘
域
を
こ
の
条
里
地
割
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

残
存
す
る
地
区
に
比
定
し
た
。
井
上
荘
の
段
丘
面
上
に
耕
地
が
伸
び
て
い
た

確
証
は
な
い
。
し
か
し
、
帝
釈
寺
・
観
音
寺
が
奈
良
時
代
に
建
立
さ
れ
、
全

く
の
来
開
発
地
で
は
な
か
っ
た
。

　
井
上
荘
の
初
見
は
、
仁
平
三
年
置
一
一
五
三
）
で
あ
る
が
（
平
安
遺
文
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

七
七
九
）
、
東
屋
荘
と
同
一
と
考
え
ら
れ
る
。
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）
の
紀

伊
国
国
庁
寛
（
平
安
一
文
五
〇
三
四
）
に
「
那
賀
郡
名
手
郷
長
田
上
・
同
下
、

神
前
参
箇
村
鑑
東
屋
庄
」
と
あ
り
、
井
上
本
荘
同
量
荘
の
範
囲
は
栄
山
寺
領

で
あ
っ
た
。
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
井
上
荘
と
呼
ば
れ
、
本
荘
と
新
荘
に
分
か

れ
て
き
た
。
貞
応
二
年
（
＝
一
二
三
）
に
九
条
家
領
の
弁
上
荘
の
年
貢
の
一

部
が
高
野
山
に
墓
所
供
僧
料
と
し
て
払
わ
れ
た
。
（
鎌
倉
遺
文
三
一
八
四
）
建

暦
三
年
（
＝
一
＝
二
）
の
慈
鎮
所
領
譲
状
案
（
鎌
倉
遣
文
一
二
一
三
）
に
井

上
新
荘
の
名
が
現
わ
れ
、
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
の
九
条
道
家
惣
処
分
案

（
九
条
家
文
書
一
）
に
井
上
本
荘
・
新
荘
が
並
ん
で
現
わ
れ
、
両
荘
に
分
か

れ
た
こ
と
が
明
確
に
な
る
。

　
井
上
本
荘
は
東
隣
り
の
粉
河
寺
と
関
わ
り
が
深
く
、
徳
治
三
年
（
＝
二
〇

八
）
の
随
心
院
文
書
に
よ
っ
て
新
荘
と
共
に
「
乱
妨
狼
籍
」
を
受
け
、
田
地

の
一
部
を
粉
河
寺
へ
寄
進
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
翌
年
地
元
の
坂
上
氏
と

粉
河
寺
僧
が
預
所
に
補
任
さ
れ
た
。
正
慶
二
年
（
一
三
三
三
）
に
は
、
一
条

家
か
ら
井
上
本
荘
・
新
荘
が
随
心
院
に
寄
進
さ
れ
た
。
明
徳
四
年
（
＝
二
九

三
）
に
は
、
「
長
田
庄
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
岡
年
の
将
軍
家
御
教
書
（
随

心
院
文
書
）
に
よ
れ
ば
、
粉
河
寺
寺
僧
等
の
井
上
本
新
荘
へ
の
押
妨
を
随
心
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院
雑
誌
が
訴
え
て
い
る
。
幕
府
は
そ
の
解
決
を
守
護
に
命
じ
て
い
る
が
、
塔

永
七
年
（
一
四
〇
〇
）
に
も
、
守
護
が
粉
河
寺
僧
の
上
洛
を
命
じ
て
い
る
の

で
、
長
く
紛
争
が
継
続
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
応
永
元
年
の
等
護
大
内

義
弘
奉
行
人
連
署
奉
書
に
よ
れ
ば
「
井
上
本
庄
年
貢
事
、
半
済
之
蒋
拾
五
石

支
配
云
々
、
於
今
者
寺
家
一
円
知
行
之
上
者
参
拾
石
可
預
配
分
之
旨
、
方
衆

申
之
」
（
粉
河
寺
御
池
坊
文
書
）
と
あ
っ
て
、
井
上
本
荘
か
ら
随
心
院
を
排
除

し
て
、
粉
河
寺
が
一
円
支
配
し
て
お
り
、
守
護
が
そ
こ
に
半
済
を
実
施
し
た

こ
と
が
明
き
ら
か
と
な
る
。
応
永
七
年
に
は
、
高
野
山
も
井
上
本
庄
が
不
知

行
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
（
高
野
山
文
書
1
）

　
一
方
本
荘
か
ら
分
か
れ
た
新
荘
は
弘
安
七
年
（
二
一
八
四
）
に
は
志
野
荘

と
も
呼
ば
れ
た
。
（
鎌
倉
遺
文
＝
二
九
三
〇
）
弘
安
年
中
に
、
西
隣
り
の
池

田
荘
と
押
妨
を
く
り
返
し
て
い
る
。
明
徳
三
年
に
高
野
山
は
、
下
司
職
を
知

行
し
て
い
る
が
（
和
歌
山
市
史
4
）
、
応
永
七
年
に
は
本
荘
と
と
も
に
不
知
行

と
な
っ
て
い
る
。

　
九
条
家
か
ら
随
心
院
へ
と
伝
領
さ
れ
た
井
上
荘
は
、
年
貢
の
一
部
が
高
野

山
・
延
暦
寺
へ
支
払
わ
れ
、
明
徳
三
年
以
降
粉
河
寺
へ
も
田
地
が
寄
進
さ
れ

た
。
在
地
の
下
司
職
は
高
野
山
に
よ
っ
て
知
行
さ
れ
、
預
所
は
粉
河
寺
寺
僧

に
よ
っ
て
補
任
さ
れ
て
い
た
。
明
徳
期
頃
か
ら
、
粉
河
寺
の
押
妨
が
強
ま
り
、

半
済
の
実
施
さ
れ
た
応
永
期
迄
に
は
、
ほ
ぼ
完
全
に
粉
河
寺
の
支
配
下
に
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
粉
河
寺
領
の
領
域
の
変
化
を
示
す
も
の
が
次
の
二
つ
の
文
書
で
あ
る
。
正

暦
二
年
（
九
九
一
）
の
太
政
官
符
写
（
粉
河
寺
文
書
）
に
四
盃
が
「
東
限
椎

尾
水
無
川
弁
才
天
、
南
限
南
山
峰
、
西
限
風
社
八
尾
門
川
弁
才
天
、
北
限
横

峰
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
東
は
名
手
川
、
西
は
置
市
神
社
に
接
し
て
流
れ
る

松
井
川
に
及
ぶ
河
谷
平
野
が
最
初
の
寺
領
で
あ
っ
た
。
前
述
の
紛
争
が
終
っ

た
天
正
＝
二
年
（
一
五
八
五
）
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
旧
寺
領
注
文
（
粉

河
寺
御
池
坊
文
書
）
で
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
論
旨
に
よ
っ
て
、
井
上
本
荘
と

新
講
の
領
家
職
を
得
た
と
主
張
し
て
い
る
。

幻
地
理
的
環
境

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
井
上
荘
周
辺
の
地
形
面
を
、
岡
田
・
寒
川
の
分
類
を
参
考
に
、
航
空
写
真

か
ら
図
1
の
如
く
区
分
し
た
。
北
の
和
泉
山
地
と
南
の
竜
門
山
地
に
囲
ま
れ

た
紀
の
川
河
谷
は
、
丘
陵
・
河
岸
段
丘
、
氾
ら
ん
原
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。

丘
陵
は
粉
河
市
街
の
東
に
分
布
し
て
い
る
。
河
岸
段
丘
は
、
形
成
の
時
期
・

高
度
か
ら
高
位
・
中
位
・
低
位
の
段
丘
に
分
か
れ
る
。
高
位
段
丘
は
、
最
も

古
く
形
成
さ
れ
た
段
丘
で
あ
る
。
表
面
の
侵
食
が
進
み
起
伏
が
あ
り
、
浅
い

侵
食
谷
の
谷
底
を
利
用
し
て
溜
池
が
多
く
築
か
れ
て
い
る
。
中
位
段
丘
は
、

最
も
広
く
分
布
し
て
い
る
。
和
泉
山
地
か
ら
複
合
扇
状
地
上
に
覆
い
、
そ
の

末
端
が
紀
の
川
に
侵
食
さ
れ
て
中
位
段
丘
と
な
っ
た
。
景
状
地
か
ら
埋
め
残

さ
れ
た
部
分
が
前
述
の
高
位
段
丘
面
で
あ
る
。
東
部
は
高
度
が
高
く
、
そ
れ

を
中
位
段
丘
1
と
し
、
西
部
の
低
い
面
を
中
位
段
丘
H
と
し
た
。
段
丘
面
の
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末
端
は
比
高
十
～
五
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
段
丘
崖
が
見
事
に
発
達
し
て
い
る
。

和
泉
山
地
の
谷
か
ら
紀
の
川
に
注
ぐ
中
津
川
・
松
井
川
は
段
丘
を
深
く
侵
食

し
、
小
さ
な
谷
底
平
野
を
形
成
し
て
い
る
。
西
部
の
鳥
見
川
・
佐
川
・
海
神

川
は
侵
食
が
余
り
進
ん
で
い
な
い
。

中
津
川㊥≦

2

㊧
⑧

猪
垣
　
　
中
山

㊥

　北長田

響

量

北
志
野

南
志
野

⑧

北大井

上
田
井

⑳（盆

＠＠
軌～藪⑧⑧（A竹贋v）

明治22年の村

桜池の水懸りC＞

氏子圏

藩政村（大字）

荘組

　
紀
の
川
南
岸
に
は
段
丘
が
認
め
ら
れ
ず
、
山
麓
は
す
ぐ
氾
ら
ん
原
と
な
っ

て
い
る
。
北
岸
の
氾
ら
ん
原
は
自
然
堤
防
が
よ
く
発
達
し
、
条
里
地
割
の
残

る
深
田
・
嶋
付
近
は
沖
積
段
丘
化
し
て
い
る
。

　
集
落
形
態
は
、
農
家
が
ル
ー
ス
に
凝
集
し
た
疎
塊
村
で
あ
る
。
地
域
組
織

　
　
　
の
最
小
の
単
位
は
現
在
の
大
字
に
相
当
す
る
旧
藩
政
村
で
あ
る
。
村

　
　
　
の
上
位
組
織
と
し
て
、
「
庄
組
」
が
置
か
れ
、
習
志
野
一
上
田
井
を

　
　
　
境
と
し
て
、
東
は
粉
河
庄
、
西
は
池
田
庄
・
田
中
庄
に
分
か
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
た
が
、
行
政
的
な
機
能
は
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
。
明
治
二
二
年
の

　
　
　
町
村
は
河
川
や
水
利
系
統
の
自
然
地
形
を
考
慮
し
た
境
界
が
利
用
さ

　
　
　
れ
て
い
る
。

区2　村組の上位組織

　
藩
政
村
を
最
小
単
位
と
し
て
広
域
的
な
広
が
り
を
有
す
る
地
域
組

織
の
一
つ
が
氏
子
圏
で
あ
る
。
島
の
東
部
に
あ
る
刀
市
神
社
は
、
科

長
戸
辺
命
と
丹
生
明
神
を
祭
り
、
二
一
王
子
も
合
祀
し
て
い
る
。
正

暦
二
年
（
九
九
一
）
の
粉
河
寺
文
書
に
「
西
限
三
社
」
と
あ
る
の
が

初
見
で
、
以
降
「
風
社
」
或
い
は
「
風
森
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
正

月
に
一
年
の
豊
作
を
占
う
独
特
の
神
事
を
伝
え
て
い
る
。
氏
子
は
、

北
長
田
・
長
田
中
・
深
田
・
別
所
・
嶋
・
風
市
の
六
ケ
村
で
あ
る
。

紀
ノ
川
南
岸
の
風
市
に
は
、
遙
拝
所
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
桜
池
の
堤
の
麓
に
あ
る
志
野
神
社
は
、
三
社
明
神
と
も
東
屋
御
前

神
社
と
も
称
し
、
南
北
志
野
を
氏
子
と
す
る
。
一
一
を
引
き
『
一
風
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し
の
の

土
記
』
は
社
地
を
「
日
本
書
紀
」
神
宮
皇
后
元
年
の
小
竹
宮
の
跡
地
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の
の

い
る
。
真
偽
は
と
も
か
く
、
小
竹
宮
の
伝
承
地
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
注
揖

さ
れ
る
。
上
田
井
は
八
幡
社
を
、
粉
河
寺
領
の
諸
村
は
、
粉
河
産
土
神
社
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

池
田
荘
の
村
は
海
神
社
を
田
中
荘
の
村
は
東
田
中
神
社
の
氏
子
で
あ
る
。

　
村
（
大
字
）
の
つ
な
が
り
を
強
固
に
し
て
き
た
も
の
は
水
利
組
織
で
あ
っ

た
。
灌
瀧
方
法
は
、
段
丘
面
は
桜
池
を
親
池
と
す
る
溜
池
に
、
氾
ら
ん
原
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

紀
ノ
川
か
ら
取
水
し
た
小
田
井
・
藤
崎
井
の
用
水
に
依
存
し
て
い
る
。
各
大

字
は
そ
れ
ぞ
れ
の
用
水
管
理
組
合
を
作
り
、
水
系
ご
と
に
連
合
組
織
を
作
っ

て
い
る
。
用
水
を
め
ぐ
る
組
織
は
、
土
地
利
用
が
水
田
か
ら
、
果
樹
園
へ
変

化
し
た
こ
と
、
紀
ノ
川
用
水
が
段
丘
面
上
に
溝
水
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、

水
の
需
給
が
余
裕
あ
る
も
の
に
な
る
に
つ
れ
、
そ
の
関
係
が
緩
み
つ
つ
あ
る
。

　
①
　
中
野
栄
治
「
紀
の
川
中
流
域
の
条
里
と
古
代
景
観
」
、
『
人
文
地
理
』
二
八
一
三
、

　
　
一
九
七
穴
。

　
②
　
小
山
蜻
憲
前
掲
注
⑤
。

　
③
岡
濁
篤
正
・
寒
川
旭
「
和
泉
山
脈
南
二
幅
に
お
け
る
中
央
構
造
線
の
断
層
変
位

　
　
地
形
と
断
層
運
動
『
地
理
学
評
論
』
、
五
一
…
五
、
一
九
七
八
。

　
④
　
近
藤
忠
「
紀
州
の
近
世
に
お
け
る
地
方
行
政
区
画
の
変
遷
と
村
落
の
分
合
」
安

　
　
漏
精
一
編
『
近
世
和
歌
山
の
構
造
臨
所
収
、
名
著
出
版
、
一
九
七
三
。

　
⑤
　
　
『
彩
歌
山
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八
三
。

　
⑥
小
山
靖
憲
・
水
田
義
一
前
掲
注
⑤
。

二
　
粉
河
寺
近
膀
絵
図

原
図
を
閲
覧
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
『
絵
図
集
成
』
版
の
写
真

に
依
拠
し
て
以
下

の
論
を
進
め
る
。

図
は
縦
三
〇
セ
ン

チ
横
五
四
セ
ン
チ

の
横
長
の
紙
に
描

　
　
　
　
①

か
れ
て
い
る
。
墨

の
筆
致
は
雄
渾
で
、

伸
び
伸
び
と
山
、

川
、
崖
が
描
か
れ

て
い
る
。
し
か
し

重
要
な
目
印
と
な

る
小
川
寺
、
深
田

川
の
描
き
方
は
委

縮
し
、
絵
画
と
し

て
の
味
わ
い
を
損

な
っ
て
い
る
。

　
絵
図
の
構
図
は

北
と
南
に
山
地
が

描
か
れ
、

れ
、

三
遷

　
　
　
　
診

〆
羅
郡

7’蔚汝塩

邸燭ミ＝ゴ・S1へ．（メ

．
、
ご

　
グ
’

　
嵐
愈

　
　
　
　
　
　
小
川
寺

深
田
川
新
静
門
扇
子
也
、

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
ノ
リ

遜
瀧
．
羅
．
也
、

松
駐
ノ
重
工
東
境
7

be，一

　　

聡一ii護i奪
図3　粉河寺近膀絵図

南
峯

欄
　pa．碗＿擁

　
　
そ
の
間
の
河
谷
は
、
段
丘
崖
に
よ
っ
て
台
地
と
氾
ら
ん
原
に
分
か

南
部
を
大
河
が
東
西
に
流
れ
て
い
る
コ
台
地
は
、
北
の
和
泉
山
地
か
ら
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流
れ
る
河
川
に
よ
っ
て
侵
食
さ
れ
て
小
さ
な
谷
底
平
野
を
作
る
深
田
河
と
、

台
地
上
を
侵
食
せ
ず
流
れ
る
小
竹
河
（
し
の
の
か
わ
）
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
絵
図
は
粉
河
寿
付
近
の
紀
ノ
川
河
谷
の
地
形
的
特
色
を
巧
み
に
表
現
し

て
い
る
。
し
か
し
絵
図
の
現
地
比
定
を
試
み
る
と
次
の
如
く
、
絵
図
の
内
容

に
矛
盾
が
生
じ
て
く
る
。

f

峯 こ

熔
旅

一＿ |
、、、一小

≠ｲ中，

@尾
小 一

陵
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｝
　
卿
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@簡
冒
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@．警

@＿ご

@一
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@一
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黶@　　　　　一　　　■　　一

@　昏　　　　」

　　　　　一一一補『∴＿㌦鱒＿＝　　　　　一　　　　　一

@　　一一一噸　　凡例

?晩　　團下位駈
ｫ丘陵　　目中位駈・
覧｣駈（醐　三徽平野
ｽコ中位駈・　［コ河床

　
粉
河
壽
は
、
現
在
中
津
川
が
南
↓
東
↓
南
と
二
度
薩
角
に
曲
る
地
点
に
大

門
が
置
か
れ
、
境
内
は
丘
陵
の
中
に
広
が
る
。
絵
図
の
右
上
隅
の
小
河
・
門

河
の
流
れ
る
一
帯
は
崖
及
び
傾
斜
地
に
囲
ま
れ
、
そ
こ
に
は
数
本
の
尾
根
の

存
在
が
示
さ
れ
、
丘
陵
部
を
暗
示
す
る
。
こ
れ
は
粉
河
寺
の
配
置
と
一
致
し
、

図
4
の
右
上
の
血
点
付
近
に
比
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
絵
図
の
小
川
壽
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
津
州
で
は
な
く
、
「
深
田
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
種
門
河
是
也
」
と
深
田
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
接
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
岸
に
は
「
松
井
」
と
い
う

4　粉河寺近膀絵図の位置比定

村
名
や
「
薪
号
風
社
是
也
」

と
風
市
神
社
が
注
記
さ
れ
て

い
る
点
か
ら
、
深
田
河
が
松

井
川
で
あ
る
こ
と
は
疑
え
な

い
。
松
井
川
と
考
え
れ
ば
、

そ
の
西
に
描
か
れ
た
崖
と
台

地
は
、
長
田
中
か
ら
志
野
へ

と
広
が
る
中
位
段
丘
面
と
そ

の
段
丘
崖
を
見
事
に
示
し
て

い
る
。
松
井
の
西
に
「
大
路
」

が
澄
記
さ
れ
て
い
る
が
、
条
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里
地
割
の
残
る
嶋
付
近
を
通
っ
て
い
た
古
代
の
南
海
道
・
近
世
の
上
方
街
道

を
示
し
て
い
る
。
「
上
田
井
東
境
」
の
直
線
的
境
界
は
、
現
在
の
大
字
の
直

線
境
界
に
一
致
す
る
可
能
性
が
高
い
。
絵
図
の
左
上
隅
の
「
松
尾
池
」
は
、

地
名
の
一
致
か
ら
志
野
と
勢
田
の
境
界
に
あ
る
松
尾
池
に
比
定
さ
れ
る
。
「
小

竹
中
尾
」
の
注
記
の
中
尾
の
意
味
が
不
明
で
あ
る
が
、
絵
図
の
表
現
は
丘
陵

に
類
似
し
た
起
伏
の
大
き
さ
を
示
唆
す
る
。
松
尾
池
周
辺
は
、
高
位
段
丘
面

で
、
二
本
の
深
い
谷
と
尾
根
が
あ
り
、
そ
の
地
形
を
利
用
し
て
溜
池
が
連
続

し
て
い
る
。
周
囲
の
中
位
段
丘
と
異
な
る
起
伏
の
多
い
地
形
が
こ
こ
に
描
か

れ
、
中
尾
と
注
記
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
小
川
寺
と
共
に
大
き
な
問
題
は
「
小
竹
河
」
で
あ
る
。
段
丘
面
の
う
え
を

流
れ
る
自
然
河
川
は
、
鳥
見
川
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
松
尾
池
の
西
を
流
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
の

絵
図
と
配
列
が
異
な
り
、
比
定
で
き
な
い
。
「
小
竹
」
の
地
名
は
志
野
と
同
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

で
あ
り
、
ま
た
志
野
神
社
は
「
小
竹
宮
」
の
跡
地
と
伝
え
て
い
る
。
「
小
竹

河
」
は
志
野
神
社
付
近
か
ら
流
れ
る
河
川
と
思
わ
れ
る
が
、
付
近
に
自
然
河

川
は
存
在
し
な
い
。
こ
こ
を
流
れ
る
水
路
は
慶
安
元
年
（
＝
ハ
四
八
）
に
築

か
れ
た
桜
池
の
樋
か
ら
引
か
れ
て
、
爾
北
志
野
及
び
上
田
井
へ
の
灌
概
水
路

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
志
野
水
路
で
あ
る
。
「
小
竹
河
」
は
こ
の
志
野
水

路
の
前
身
で
あ
っ
た
自
然
河
川
の
可
能
性
が
高
い
。
　
「
上
田
井
東
境
」
に
続

く
小
竹
河
の
配
置
も
適
切
で
あ
る
。

　
地
形
的
に
複
雑
で
錯
綜
し
た
井
上
荘
の
西
堺
が
、
比
較
的
明
瞭
に
描
か
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
井
上
本
荘
の
東
堺
は
松
井
川
の
深
い
谷
に
ほ
ぼ
一
致
し

て
、
地
形
的
に
は
明
瞭
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
深
田
川
に
接
し
て
「
小
川
寺
」

が
描
か
れ
た
た
め
、
中
津
川
と
深
田
川
の
関
係
が
解
釈
で
き
な
く
な
っ
た
。

　
絵
図
の
注
記
に
あ
る
「
新
種
寒
河
」
に
澄
琶
し
た
い
。
門
河
の
地
名
は
新

し
い
も
の
で
は
な
く
正
暦
二
年
の
「
太
政
官
符
写
」
で
雑
役
免
と
な
っ
た
寺

領
の
四
至
「
東
限
椎
尾
水
無
川
弁
才
天
、
南
限
南
弟
子
、
西
郷
風
社
柴
尾
門

川
弁
才
天
、
北
限
横
峯
」
で
あ
っ
た
。
絵
図
の
「
深
田
川
漸
騰
門
河
是
也
」

黒
蝿
は
古
く
は
深
田
川
と
呼
ん
で
い
た
が
、
最
近
門
河
と
称
し
始
め
た
と
読

む
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
井
上
本
庄
絵
図
は
深
田
河
と
墨
書
し
、
最
下
流

の
寺
領
内
に
入
っ
て
三
河
と
朱
書
し
、
粉
河
寺
領
方
の
み
の
呼
称
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
近
世
に
入
っ
て
文
化
七
年
の
粉
河
奪
擬
勢
（
粉
河
寺
文

書
）
は
、
松
井
川
と
再
び
呼
び
、
現
在
も
松
井
川
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ

一
貫
し
て
松
井
川
・
深
田
川
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
こ
の
絵
図
の
注
記

は
、
正
暦
二
年
の
古
文
書
を
発
見
し
た
粉
河
寺
が
こ
こ
を
門
河
と
呼
び
古
く

か
ら
の
寺
領
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
。

　
「
南
峯
」
は
四
至
の
「
南
山
峰
」
を
「
北
峯
」
は
「
北
限
横
峰
」
か
ら
取

っ
た
地
名
と
考
え
ら
れ
る
。
寺
領
の
南
北
の
山
地
を
井
上
荘
の
南
北
の
山
地

の
名
称
と
し
た
の
は
、
井
上
本
荘
と
志
野
荘
が
、
尊
氏
あ
る
い
は
後
醍
醐
天

皇
の
認
可
の
も
と
に
一
円
支
配
し
た
こ
と
を
主
張
し
て
、
粉
河
寺
領
の
範
囲

を
井
上
荘
を
含
ん
だ
も
の
に
見
せ
よ
う
と
し
た
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
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r
粉
河
寺
近
膀
図
は
、
粉
河
寺
領
の
南
北
の
境
界
を
井
上
荘
の
南
北
に
注
記

し
、
小
川
寺
を
意
図
的
に
西
へ
移
し
て
、
井
上
荘
と
寺
領
と
の
境
界
を
曖
昧

に
し
て
、
井
上
荘
と
寺
領
は
一
体
と
し
て
粉
河
等
の
一
円
支
配
下
に
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　
境
界
や
地
物
の
注
記
が
不
完
全
で
、
絵
図
の
下
書
き
と
考
え
ら
れ
る
が
、

下
絵
と
し
て
も
上
述
の
如
き
作
意
が
読
み
取
り
う
る
本
絵
図
は
、
粉
河
寺
が

井
上
荘
を
一
円
支
配
す
る
正
当
性
を
示
す
た
め
に
作
成
し
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。
作
成
時
期
は
、
明
徳
四
年
の
随
心
院
か
ら
、
粉
河
寺
の
押
妨
を
訴
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
、
守
護
大
内
義
弘
に
そ
の
解
決
を
命
じ
た
時
と
、
応
永
七
年
守
護
畠
山
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

国
が
、
守
護
代
遊
佐
助
国
に
粉
河
寺
僧
に
上
洛
を
命
じ
た
時
が
考
え
ら
れ
る
。

井
上
荘
周
辺
を
粗
く
描
い
た
本
絵
図
は
、
在
地
を
離
れ
た
京
都
で
争
論
に
あ

た
り
一
円
支
配
を
主
張
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
晴
代
的
に
は
下
が
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
六
。

＠＠＠
西
岡
虎
之
助
編
『
日
本
荘
園
絵
図
集
成
』
上
、
東
京
堂
出
版
、

『
紀
伊
続
風
土
記
』
三
二
巻
。

『
大
日
本
史
料
』
七
一
一
、
明
徳
四
年
。

『
大
日
本
史
料
』
七
－
四
、
応
永
七
年
。

三
井
上
本
荘
絵
図

D
絵
図
の
比
定

（絵
図
は
、
六
四
・
八
×
五
三
セ
ソ
チ
と
か
な
り
正
方
形
に
近
い
和
紙
に
描

か
れ
て
い
る
。
絵
図
の
裏
書
に
、
「
粉
河
寺
近
勝
図
」
と
表
題
が
描
か
れ
て

い
る
が
中
央
の
裏
書
と
と
も
に
、
明
治
三
九
年
に
文
書
整
理
の
際
に
記
入
さ

　
　
　
　
　
　
①

れ
た
も
の
で
あ
る
。
既
述
の
如
く
絵
図
の
表
題
を
井
上
本
荘
絵
図
と
称
す
る
。

本
絵
図
に
関
わ
る
直
接
史
料
は
な
く
、
絵
図
の
性
格
は
、
絵
図
の
記
載
内
容

か
ら
読
み
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
絵
図
の
構
図
は
、
北
と
南
が
山
地
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
そ
の
中
央
に
平

地
が
、
南
麓
に
吉
野
河
が
東
西
に
流
れ
て
い
る
。
紀
ノ
川
河
谷
の
特
色
を
示

し
て
い
る
が
、
粉
河
寺
近
膀
図
ほ
ど
に
は
、
河
谷
平
野
の
地
形
的
特
色
は
示

し
て
い
な
い
。
描
か
れ
た
範
囲
は
、
粉
河
寺
領
と
井
上
新
荘
に
囲
ま
れ
た
東

西
幅
八
百
メ
ー
ト
ル
、
南
北
キ
ロ
と
い
う
南
北
に
細
長
い
井
上
本
荘
で
あ
る
。

縦
横
を
一
対
二
の
比
に
歪
め
て
い
る
が
、
荘
園
内
の
地
物
が
豊
か
に
描
き
、

緑
・
淡
緑
。
茶
・
黄
土
・
朱
と
彩
色
も
多
い
。

　
井
上
本
荘
の
周
辺
は
、
山
地
が
南
北
に
描
か
れ
て
い
る
以
外
は
空
白
と
な

り
朱
色
の
注
記
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　
描
か
れ
た
地
物
は
、
山
・
丘
・
川
・
樹
木
の
自
然
環
境
、
寺
社
・
農
家
の

建
物
、
耕
地
・
溜
池
・
用
水
路
の
農
業
関
係
施
設
及
び
境
界
線
の
四
種
類
が

描
か
れ
て
い
る
。
絵
図
に
は
、
多
く
の
注
記
が
付
け
ら
れ
、
地
名
、
集
落

（
在
家
）
、
建
物
・
耕
地
の
性
状
を
示
し
て
い
る
。

　
絵
図
の
内
容
を
現
地
比
定
す
る
に
当
た
り
、
最
も
変
化
の
少
な
い
地
形
、

次
い
で
溜
池
に
よ
っ
て
枠
組
を
決
め
、
次
い
で
地
名
・
注
記
に
よ
っ
て
正
確
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図5　紀伊國井上本荘絵図

な
位
置
を
推
定
す
る
。

　
井
上
本
庄
付
近
の
段
丘
面

は
起
伏
が
多
く
、
小
さ
な
谷

が
多
く
発
達
し
、
崖
や
傾
斜

地
が
段
丘
面
上
に
発
達
し
て

　
①

い
る
。
「
志
野
河
・
深
田
河
・

門
河
」
は
現
在
の
松
井
川
で

あ
る
。
荘
園
内
に
六
ケ
所
丘

が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
五
ケ
所
に
は
樹
木
が
描
か

れ
て
い
る
。
丘
及
び
山
麓
の

樹
木
は
集
落
に
近
い
部
分
に

限
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
遠

景
の
山
は
樹
木
が
識
別
さ
れ

る
こ
と
な
く
山
並
が
描
か
れ

て
い
る
。
荘
園
内
に
は
、
段

丘
崖
と
浅
い
侵
食
谷
の
傾
斜

地
に
囲
ま
れ
た
場
所
が
存
在

し
て
い
る
。
そ
の
地
点
を
段

丘
面
上
に
立
っ
て
見
る
と
平
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山　地

階　丘

低位段丘

段丘面上の浅い谷

沖積段丘

開析された谷底平野

扇状地

氾らん原平野

自然堤防

後背湿地（旧流路跡〉

造成地

溜　池

水　路

崖

傾斜地

堤　防

国
圏
圏
國
睡
薩
懸
翻
國
囲
團
睡
図
！
〆
酬

饅　絵麩iに載る溜池

△　絵園に載る丘

・…・ 苡纐{荘

x・xk 蜴嚏Eとくい違う境界

坦
面
に
見
え
る
が
、
谷
底
か
ら
見
上
げ
る
と
、
樹
木
の
茂
っ
た
崖
を
見
上
げ

る
こ
と
と
な
り
段
丘
面
は
丘
に
見
え
る
。
絵
図
に
描
か
れ
た
丘
は
、
平
摂
地

の
中
の
丘
で
は
な
く
、
段
丘
崖
や
侵
食
谷
に
囲
ま
れ
た
地
点
と
考
え
ら
れ
る
。

個
々
の
丘
は
従
っ
て
図
6
に
示
し
た
如
く
比
定
さ
れ
る
。
溜
池
も
、
水
利
系

図6

統
と
丘
の
配
列
を
考
慮
し
て
図
6
の
如
く
比
定
さ
れ
る
。

〔
寺
社
の
比
定
〕

　
井
上
荘
東
堺
の
線
上
に
描
か
れ
た
「
風
森
」
は
風
市
神
社
に
比
定
さ
れ
る
。

現
在
三
体
が
合
祠
さ
れ
て
い
る
が
、
　
「
続
風
土
記
」
に
よ
れ
ば
、
当
初
科
長
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戸
辺
命
を
祀
り
、
延
暦
年
中
に
北
長
田
の
丹
生
明
神
を
移
し
て
二
体
が
祀
ら

れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
入
っ
て
若
一
王
子
を
合
祀

し
た
も
の
で
あ
る
。
絵
図
に
二
社
祀
っ
て
描
く
姿
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
改

築
す
る
迄
、
二
社
を
並
置
し
、
左
に
若
一
王
子
を
小
さ
く
置
い
た
姿
に
よ
く

似
る
。
絵
図
で
は
二
神
の
間
に
境
界
線
を
走
ら
せ
て
描
き
、
井
上
本
荘
と
粉

河
寺
領
が
各
々
認
る
神
を
境
界
に
置
い
た
可
能
性
を
瞳
示
す
る
。
祭
神
及
び

現
在
の
慣
行
か
ら
判
断
し
て
、
粉
河
寺
領
に
は
係
わ
り
が
無
い
。
紀
ノ
川
の

南
岸
に
描
か
れ
て
い
る
遙
拝
所
は
紀
ノ
川
改
修
に
よ
っ
て
建
物
が
改
築
さ
れ

て
い
る
が
、
ほ
ぼ
同
位
置
に
祭
ら
れ
て
い
る
。
氏
子
圏
は
絵
図
に
描
か
れ
た

井
上
本
荘
内
に
あ
る
北
長
田
・
長
田
中
・
深
田
・
別
所
・
嶋
・
高
市
の
六
ケ

村
で
あ
る
。

　
「
帝
釈
堂
」
は
現
在
住
僧
が
な
く
、
長
田
観
音
の
管
理
す
る
堂
と
な
っ
て

い
る
。
深
田
・
嶋
・
別
所
・
長
田
中
の
墓
地
を
こ
の
帝
釈
堂
が
保
有
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
。
帝
釈
堂
の
跡
地
は
、
深
田
背
後
の
丘
陵
地
に
あ
る
。
喜
喜
神
社
の
氏
子

圏
と
同
様
、
か
つ
て
北
長
田
も
こ
の
墓
地
を
利
用
し
た
が
、
距
離
が
遠
い
故

　
　
　
　
③

に
分
離
し
た
。

　
志
野
河
の
北
岸
の
ア
ミ
ダ
堂
・
薬
師
堂
は
失
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

現
在
も
小
さ
な
祠
に
風
化
の
進
ん
だ
薬
師
如
来
・
阿
弥
陀
如
来
を
祭
っ
て
い

て
、
こ
の
監
寺
が
実
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
森
前
田
」
に
あ
る
観

音
堂
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
別
所
と
長
田
中
の
境
界
に
観
音
池
が
存
在
し
、

こ
の
池
端
に
近
世
初
頭
迄
観
音
堂
が
存
在
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
『
続

風
土
記
』
は
「
南
龍
公
…
…
基
地
仏
地
に
宜
し
か
ら
す
と
の
命
あ
り
て
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

よ
り
南
三
耳
許
今
の
地
を
腸
は
り
、
寿
を
移
し
」
と
、
現
在
の
長
田
観
音
の

北
に
当
初
の
寺
院
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
観
音
堂
（
北
村
）
、
三
百
余
響
社
・
山
神
・
北
山
鎮
守
は
、
伝
承

地
・
地
名
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
跡
地
は
判
然
と
し
な
い
。

　
井
上
本
荘
西
堺
の
線
上
に
は
「
北
山
鎮
守
」
が
趾
か
れ
て
い
る
。
そ
の
位

置
は
志
野
河
が
台
地
に
出
て
来
る
地
点
と
推
定
で
き
る
が
跡
地
に
関
す
る
伝

承
は
な
い
。

〔
集
落
の
比
定
〕

　
絵
図
に
は
六
～
八
戸
の
農
家
の
集
ま
っ
た
集
落
が
七
ケ
所
描
か
れ
て
い
る
。

注
記
に
よ
っ
て
、
北
村
在
家
と
嶋
村
在
家
が
ニ
ケ
所
に
描
か
れ
て
い
る
た
め
、

五
村
落
が
描
か
れ
て
い
る
。
近
世
初
頭
に
は
、
風
市
村
は
嶋
に
含
ま
れ
て
い

た
。
絵
図
の
集
落
は
近
世
の
藩
政
村
に
あ
た
る
現
在
の
五
大
字
と
一
致
し
、

形
態
的
に
は
近
世
の
村
の
原
型
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
「
北
村
在
家
」
は
、
北
長
田
に
該
当
し
、
小
字
古
垣
内
・
垣
内
が
そ
の
集

落
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
塁
間
在
家
」
は
志
野
河
南
岸
に
糟
嶺
す
る

こ
と
か
ら
、
長
田
中
に
該
妾
す
る
。
そ
の
華
麗
は
小
字
東
垣
内
・
西
垣
内
に

当
た
る
。
「
森
前
田
」
は
、
丘
の
西
霞
池
の
南
に
あ
り
、
別
所
に
該
当
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
集
落
の
位
愚
は
、
垣
内
池
の
あ
る
小
字
前
田
に
相
当
す
る
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表1　井上本庄絵図　現地比定表

絵図の名称 現在の位置 備考☆推定の根拠　☆推定しうる場所

北　山鎮守 （跡も伝承もナシ）

山　　　　神 宮前（小字） ☆神社跡の伝承あり，風市社へ合祀

寺
観　　音　　堂

ア　ミ　ダ　堂 薬　　師　　堂 ☆祠（北長田，小字東小泉）（薬師堂と合祀かP）

薬　　師　　堂 （アミダ堂と合祀かP）

三百余所社 松井川の北 ☆伝承，

観　　音　　堂 観音池の北 ☆伝承，江戸時代に長田観音へ，三町南へ移動（続風

土記）

帝　　釈　　堂 圓満寺（小字） ☆伝承，かつては5力字の寺，現在長田中・深田・鋼
社 所・島の菩提寺，寺は移動し長田観音が管理

風　　　　　森 風市神社 ☆2神に丹生神往を合祀，氏子は北長田・長圏中・深

田・別所・島・風脚

西
上
下
林
聖
滝
堺
堺

溜

池

谷

大

谷

池
池ノ

お
林

池
池
池
池
池
池
池
池

土呂土呂池上泥池

上
小

池　呂　　の　　池

池　　（廃池）

池
蛍
池

陀
饒

弥
馳
津
溜

阿
鋼
黒
傭

池
池
池
池

谷

人
谷

剛
新
金
蔵
柿

　（上の池周辺か？）

　（お池のすぐ北か？但し廃池）

☆名前の類似

☆名前の一致

☆盆の池

☆西浦池の一部

☆かせぽ池

☆上泥池②，中泥池，下泥池とあウ。　（後代に築造さ

　れた中泥池下泥池は，上流の上泥池に水路としての

　利用を認めている。）

☆淡島街道のそば

☆阿弥陀池のすぐ北・明治40年代の正式2万分の1地

　形図に載る。

　（明治初頭に池を拡張）

☆小字金剛谷に池の堤跡が残る。

☆名前の類似

☆小字金剛心，小国井用水により部属

家
家
家
県
内
家
家

　
　
　
く

在
在
在
家
　
在
在

村
村
課
垣
二
村

北
北
荒
荒
古
細
田

　
集
　
　
　
落

北
北
長
別

深

長
長
田

島

田
田
申
所

田

☆古垣内（小字）

☆垣内（小字）

☆東垣内，西垣内（小字）

☆前田（小宇）〔垣内池3

☆松井川の氾濫原

☆竹の鼻（小字）

☆圓田（小字）
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と
考
え
ら
れ
る
。
段
丘
面
上
の
三
村
落
は
垣
内
地
名
と
の
関
連
で
位
置
を
推

定
し
え
た
が
、
嶋
村
在
家
は
、
相
当
す
る
垣
内
地
名
が
な
く
、
絵
図
の
配
置

か
ら
、
小
字
丹
田
・
町
田
と
推
測
さ
れ
る
。

　
集
落
の
位
置
比
定
が
困
難
な
の
は
、
古
垣
内
で
あ
る
。
深
田
河
が
大
き
く

蛇
行
し
、
そ
の
東
岸
に
集
落
が
描
か
れ
て
い
る
。
現
在
、
該
当
す
る
地
点
と

思
わ
れ
る
場
所
は
幅
約
三
百
メ
ー
ト
ル
の
谷
底
平
野
と
な
り
、
僅
か
な
幅
で

河
道
が
移
動
し
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
絵
図
に
従
う
な
ら
ば
、
河
道
が
絵
図
作

成
当
時
は
西
へ
曲
流
し
て
、
現
在
河
道
と
な
っ
て
い
る
小
字
後
栄
・
竹
之
鋒

に
集
落
地
点
は
推
測
さ
れ
る
が
、
今
後
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

〔
耕
地
〕

　
耕
地
は
直
線
の
交
差
で
示
し
、
細
い
筆
で
緑
色
の
稲
が
描
か
れ
て
い
る
。

そ
の
注
記
は
多
様
で
、
作
人
の
い
な
い
「
荒
闘
田
し
が
四
ケ
所
記
さ
れ
て
い

る
。
意
味
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
溜
池
か
ら
の
用
水
の
便
の
悪
い
地
点
に

多
く
「
荒
」
に
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
古
垣
内
に
は
「
近
末
作
」

と
名
主
の
注
記
が
あ
る
。
土
地
利
用
を
示
す
注
記
と
し
て
「
田
」
「
田
畠
」

「
畠
」
が
あ
り
、
田
畠
は
嶋
村
の
自
然
堤
防
の
発
達
し
た
氾
ら
ん
原
に
、
畠

は
志
野
河
北
岸
の
水
利
条
件
の
悪
い
場
所
に
あ
た
る
。

　
地
形
を
示
す
注
記
と
し
て
「
大
迫
篇
「
フ
ケ
田
」
が
あ
る
。
大
迫
は
侵
食

の
進
ん
だ
志
野
河
の
河
谷
と
そ
の
北
の
浅
い
谷
に
当
た
る
。
フ
ケ
田
は
松
井

川
の
谷
底
平
野
に
あ
た
り
、
湿
田
を
示
し
て
い
る
。

　
〔
境
界
線
〕

　
以
上
井
上
本
荘
絵
図
に
描
か
れ
た
地
物
を
現
地
比
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

絵
図
が
、
荘
園
内
の
姿
を
忠
実
に
描
き
あ
げ
て
き
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
で

は
何
を
目
的
と
し
て
こ
の
絵
図
が
描
か
れ
た
の
か
、
そ
れ
を
解
く
鍵
は
、
境

界
線
に
存
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
東
西
の
境
界
線
は
、
灰
色
あ
る
い
は

茶
色
で
明
確
に
描
か
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
北
山
鎮
守
・
風
森
神
社
が
そ
の
基

点
と
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
風
森
神
社
は
、
粉
河
寺
領
の
西
堺
と
し
て
、
四
面

を
示
す
古
文
書
に
伝
え
ら
れ
た
地
点
で
あ
っ
た
。
境
界
線
の
注
記
は
、
墨
及

び
朱
色
の
二
色
で
記
さ
れ
、
重
視
さ
れ
た
地
物
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
境
界
線
が
現
在
ど
こ
に
当
た
る
か
は
、
前
述
の
現
地
比
定
さ
れ
た
地
点
の

み
を
辿
っ
て
復
元
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
大
字
の
境
界
線
を
参
考
と

し
た
。
西
堺
は
、
志
野
河
の
谷
口
か
ら
、
道
面
を
へ
て
、
紀
ノ
川
南
岸
に
至

る
。
そ
の
西
は
、
井
上
新
荘
及
び
注
記
さ
れ
て
い
な
い
が
上
田
井
村
で
あ
る
。

現
在
の
大
字
の
境
界
は
、
谷
の
入
り
組
ん
だ
地
形
の
影
響
で
屈
曲
が
多
い
が
、

絵
図
の
西
堺
と
一
致
す
る
と
見
な
し
て
、
矛
盾
は
生
じ
な
い
。

　
一
方
井
上
本
荘
東
堺
は
、
「
柳
谷
」
二
つ
の
「
堺
池
」
「
土
呂
一
二
」
を

経
て
「
深
田
河
」
「
風
森
」
を
連
ね
る
線
と
な
っ
て
い
る
。
南
端
の
講
話
付
近

は
灰
色
で
明
確
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
柳
谷
～
古
垣
内
間
の
境
界
線
は
、
河

及
び
井
手
と
同
色
の
淡
い
茶
色
の
線
で
示
さ
れ
て
い
る
。
旧
粉
河
寺
領
の
藤

井
地
区
に
小
字
柳
谷
が
あ
り
、
谷
の
奥
に
柳
谷
池
も
存
在
す
る
。
二
つ
の
堺
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池
は
、
藤
井
地
区
内
に
あ
る
西
浦
池
・
か
せ
ぽ
池
に
比
定
さ
れ
る
。
土
呂
土

呂
池
は
北
長
田
と
粉
河
寺
領
の
境
界
線
上
に
あ
る
上
泥
池
に
比
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

同
池
は
長
田
申
と
中
山
と
よ
っ
て
共
同
管
理
さ
れ
て
い
る
。
境
界
線
か
ら
四

本
の
「
コ
河
ノ
井
手
」
と
注
記
さ
れ
た
用
水
路
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
西
浦
池
か
ら
猪
垣
へ
伸
び
る
二
本
の
水
路
と
、
下
泥
池
か
ら
中
山
へ
伸
び

る
二
本
の
水
路
に
対
応
す
る
。
井
上
荘
内
へ
の
「
井
手
」
は
分
け
池
、
中
泥

池
、
下
歯
池
か
ら
伸
び
る
水
路
に
対
応
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　
こ
の
東
堺
い
の
地
点
は
、
柳
谷
か
ら
葉
池
（
西
浦
池
）
を
へ
て
土
呂
一

番
へ
通
じ
る
浅
い
谷
と
そ
の
西
の
奥
ノ
池
か
ら
林
池
を
へ
て
土
呂
く
池
へ

通
じ
る
浅
い
二
本
の
谷
が
合
流
し
て
い
る
。
灌
概
用
水
は
二
本
の
谷
に
集
ま

っ
た
水
が
泥
池
へ
流
れ
込
み
、
こ
こ
で
再
び
粉
河
と
長
田
へ
配
水
さ
れ
る
。

絵
図
が
描
か
れ
た
当
時
の
水
利
系
統
に
つ
い
て
は
、
現
在
と
同
じ
地
形
に
従

っ
て
配
水
さ
れ
る
た
め
類
似
し
た
配
水
系
統
が
推
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
大
字
の
境
界
線
は
尾
根
を
託
り
、
二
つ
の
谷
は
藤
井
と
北
長
田
に
分

か
れ
て
い
る
。
柳
谷
・
堺
池
は
、
か
つ
て
の
粉
河
寺
領
に
属
し
て
い
る
に
も

関
ら
ず
、
井
上
本
荘
と
の
境
界
と
し
て
描
き
、
絵
図
は
井
上
本
荘
領
が
粉
河

寺
領
へ
と
僅
か
五
〇
メ
ー
ト
ル
で
は
あ
る
が
、
水
系
を
越
え
て
荘
域
を
拡
大

し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　
古
垣
内
付
近
の
境
界
を
同
定
す
る
も
の
は
河
道
で
あ
る
。
現
在
の
松
井
川

は
谷
底
平
野
の
東
端
を
流
れ
、
そ
の
東
は
段
丘
崖
と
な
り
、
集
落
の
立
地
す

る
余
地
は
無
い
。
従
っ
て
、
絵
図
当
時
は
松
井
川
が
西
へ
大
き
く
蛇
行
し
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
地
形
的
に
も
平
坦
な
谷
底
平
面
で
松
井
川
は
自
由
に

乱
流
し
た
可
能
性
は
高
い
。
下
流
の
風
市
神
社
の
す
ぐ
北
で
直
角
に
曲
が
る

流
路
も
、
西
へ
蛇
行
し
て
い
れ
ば
滑
ら
か
な
カ
ー
ブ
を
描
き
、
自
然
の
流
路

に
近
い
。

幻
絵
図
の
性
格

　
（

　
本
絵
図
が
い
つ
何
の
目
的
で
作
成
さ
れ
た
か
、
従
来
の
見
解
は
佐
藤
和
彦

の
「
井
上
荘
が
、
粉
河
寺
寺
僧
の
押
妨
を
う
け
、
京
都
随
心
院
と
粉
河
寺
と

の
相
論
と
な
っ
た
。
こ
の
と
ぎ
、
荘
域
や
現
地
の
状
態
を
明
示
す
る
た
め
に

　
　
　
　
⑤

作
成
さ
れ
た
。
」
明
徳
四
年
（
＝
二
九
三
）
説
で
あ
る
。
置
土
で
は
筆
者
も
こ

の
説
を
継
承
し
て
き
た
。
第
二
は
、
予
想
と
断
り
つ
つ
、
小
山
靖
憲
は
「
室

町
期
の
…
…
庄
内
の
地
物
を
詳
し
く
描
い
た
領
域
図
的
な
要
素
が
強
い
…
…
。

随
心
院
文
書
の
う
ち
、
当
庄
に
関
す
る
文
書
は
、
応
永
七
年
以
降
の
も
の
が

伝
来
し
て
い
な
い
の
で
、
何
と
も
確
た
る
も
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
想
像
を

た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
守
護
に
よ
る
半
済
と
か
、
粉
河
寺
に
よ
る
請
所
化
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ど
を
契
機
と
し
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
と

述
べ
る
。

　
本
絵
図
が
粉
河
寺
領
と
の
相
論
の
際
作
成
さ
れ
た
絵
図
と
す
れ
ば
、
ど
の

よ
う
な
主
張
が
こ
の
絵
図
か
ら
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
明
徳
四
年
の
史

　
⑦

料
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
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「
随
心
院
雑
掌
申
紀
倒
国
井
上
本
新
両
庄
事
、
申
状
閨
閥
如
此
、
粉
河

　
　
茶
々
僧
等
押
妨
云
々
、
蛮
風
尋
子
細
、
可
被
申
左
右
之
状
、
依
仰
執
達

　
　
如
件
、

　
　
　
　
明
徳
四
年
七
月
卦
日
　
　
　
　
左
衛
門
佐
（
花
押
）

　
　
　
　
　
大
内
左
京
権
太
夫
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
随
心
院
雑
掌
が
、
井
上
本
荘
と
新
荘
の
両
荘
園
が
粉
河

寺
に
よ
っ
て
押
妨
を
受
け
て
そ
の
解
決
を
求
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
井
上
本

荘
絵
図
は
新
荘
を
除
い
て
、
そ
の
半
分
を
描
い
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
両
荘

園
を
一
体
と
し
て
描
き
、
粉
河
寺
領
と
の
境
界
を
明
示
す
る
の
に
主
眼
を
置

く
図
が
、
こ
の
相
論
に
ふ
さ
わ
し
い
。
従
っ
て
こ
の
絵
図
が
明
徳
四
年
の
相

論
と
対
難
し
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。

　
次
に
小
山
靖
憲
の
守
護
に
よ
る
半
済
あ
る
い
は
請
所
化
な
ど
を
契
機
と
し

た
可
能
性
を
考
え
て
見
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
ま
ず
半
済
に
関
す
る
史
料
を
引
用
す
る
。

　
　
（
前
略
）
次
井
上
本
庄
年
貢
蘂
、
半
済
之
時
拾
五
石
支
配
云
々
、
於
今

　
　
者
寺
家
一
円
知
行
之
上
者
、
参
拾
臥
煙
預
配
分
馬
銭
、
方
四
三
之
、
尤

　
　
有
其
請
敷
、
然
者
参
拾
石
可
有
支
配
、
両
条
以
画
趣
、
可
読
下
知
之
由

　
　
候
也
、
価
執
達
如
件
、

　
　
　
　
応
永
元
年
九
月
廿
日
　
　
　
　
　
沙
　
弥
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
後
守
（
花
押
）

　
　
　
　
　
陶
周
防
守
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
先
に
引
用
し
た
随
心
院
と
異
な
り
、
粉
河
寺
は
井
上
本
荘
を
一
円
支
配
し

て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
半
済
は
井
上
本
荘
の
み
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

本
絵
図
は
そ
れ
に
関
わ
る
絵
図
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
る
。
半
済
に
よ
っ
て

あ
る
い
は
請
所
化
を
機
会
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
荘
園
の

様
相
に
微
細
に
描
く
一
方
で
、
僅
か
と
は
言
え
境
界
線
は
曖
昧
に
描
か
れ
て

い
る
点
に
疑
問
は
残
る
。

　
む
し
ろ
こ
の
絵
図
の
境
界
と
現
在
の
大
字
界
が
異
な
る
点
に
絵
図
の
性
格

を
解
く
鍵
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
ず
詳
細
に
荘
園
内
の
様
相
を
描

い
た
の
は
、
領
主
が
領
有
地
の
実
態
を
掘
介
す
る
た
め
で
あ
る
。
境
界
線
は
、

粉
河
寺
と
の
相
論
が
深
刻
に
な
る
以
前
に
一
方
的
に
随
心
院
が
領
域
を
描
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
水
利
系
統
を
も
と
に
、
ま
た
粉
河
寺
の
押
妨
の
結
果
、

境
界
線
は
後
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
絵
図
の
作
成
時
期
は
、
正
慶
二
年
の

九
条
家
か
ら
随
心
院
領
と
移
管
し
て
、
荘
域
内
の
様
相
を
熟
知
し
た
時
か
ら

明
徳
四
年
以
前
の
深
刻
な
対
立
の
生
ず
る
迄
と
考
え
ら
れ
る
。
一
三
三
三
年

か
ら
＝
二
九
四
年
の
六
十
年
間
の
い
っ
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
絞
れ
な
い
。

　
①
西
面
虎
之
助
編
『
日
本
荘
園
絵
図
集
成
』
上
、
雲
華
堂
出
版
。

　
②
　
『
紀
伊
続
風
土
記
』
巻
三
二
。

　
③
深
田
・
曾
湘
氏
よ
り
の
聞
き
取
り
。

　
④
前
掲
注
②
。

　
⑤
　
池
は
中
山
が
所
有
し
、
池
底
の
水
の
利
用
権
を
保
有
し
て
い
る
。
長
田
中
は
、
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池
の
水
が
満
水
の
聴
に
横
軸
の
水
位
迄
、
用
水
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

　
れ
は
、
長
田
中
が
用
水
路
と
利
用
し
て
い
た
場
所
に
、
申
山
が
溜
池
を
築
い
た
結

　
果
、
古
く
か
ら
の
用
水
と
し
て
利
用
す
る
権
利
を
長
田
中
に
残
し
た
も
の
と
解
，
釈

　
さ
れ
る
。

⑥
前
掲
注
①
二
三
七
頁
。

⑦
『
荘
園
絵
図
の
史
料
学
お
よ
び
解
読
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』
。

⑧
『
大
日
本
史
料
』
七
一
一
。

⑨
　
守
護
大
内
義
弘
連
署
奉
書
「
粉
河
寺
御
池
坊
文
書
『
和
歌
山
県
史
』
中
姓
史
料

　
＝
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
随
心
院
に
伝
わ
っ
て
き
た
二
枚
の
絵
図
の
現
地
比
定
を
試
み
た
。
冗
長
な

本
文
を
要
約
し
て
終
わ
り
と
し
た
い
。
粉
河
寺
近
膀
図
は
、
紀
ノ
川
河
谷
の

地
形
を
見
事
に
描
き
な
が
ら
、
作
為
性
が
強
く
従
来
現
地
比
定
が
困
難
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
粉
河
寺
が
中
津
川
と
深
田
川
の
間
の
台
地
を
意
図

的
に
抹
消
し
て
、
粉
河
寺
を
深
田
川
に
移
し
た
構
図
で
あ
り
、
井
上
荘
が
粉

河
寺
領
に
属
し
て
い
る
と
い
う
主
張
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
作
成
目
的
は
粉

河
寺
が
随
心
院
に
対
し
て
、
井
上
本
荘
及
び
新
荘
を
一
円
支
配
下
に
置
こ
う

と
い
う
意
図
を
描
い
て
お
り
、
相
論
の
終
り
に
近
い
蒋
期
の
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
井
上
本
荘
絵
図
に
つ
い
て
、
領
域
的
問
題
は
こ
の
絵
図
か
ら
ほ
と
ん

ど
読
み
取
れ
な
い
。
井
上
本
荘
が
耕
地
及
び
溜
池
の
整
っ
た
豊
か
な
村
落
で

あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
微
細
な
描
写
・
注
記
は
荘
園
内
の
土
地
を
把
握
し

よ
う
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
絵
図
の
作
成
時
期
は
、
両
絵
図
と
も
随
心
院
の
所
領
と
な
っ
た
正
慶
二
年

以
降
、
粉
河
寺
が
一
円
支
配
を
進
め
て
い
っ
た
明
徳
四
年
迄
の
六
十
年
間
に

推
定
さ
れ
る
。

　
粉
河
寺
近
膀
図
が
先
に
作
成
さ
れ
、
相
論
の
終
り
に
近
い
時
期
に
井
上
本

荘
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
。

　
絵
図
の
記
載
内
容
は
現
地
比
定
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
中
世
後
期
の
景

観
が
現
在
の
景
観
に
残
存
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
作
成
目
的
・
時
期
に
つ

い
て
は
推
測
を
重
ね
た
面
が
多
く
、
今
後
更
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
歌
山
大
学
教
育
学
部
助
敦
授
　
和
歌
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